
 

『個別最適な学び』を目指した国語科の授業 
～『学習の個性化』と『指導の個別化』の視点から～ 

駒ケ根市立東中学校 仙波歩 

令和３年１月２６日に中央教育審議会により出された答申の一部 

・教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行うことなどで効果的な指導を実現することや、子供一人一
人の特性や学習進度、学習到達度等に応じ、指導方法・・教材や学習時間等の柔軟な提供・・設定を行うことな
どの「指導の個別化」が必要である。・  

・教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、子供自身が学習が最適
となるよう調整する「学習の個性化」も必要である。 

 
 
 
 
①「学習の個性化」を実現する単元展開の工夫 

・自分で課題を設定 
し、情報を収集しな
がら、自らの学習の
状況を把握して学習
を調整する生徒の姿 
・生徒一人一人に応
じた教師の指導を行
う時間を多くとること
ができる。（『指導の
個別化』） 

 
 
③『学習の個性化』を実現する「テスト解説動画」 

 【画面録画機能を用いたテスト解説動画】 
 

○全員の前で先生が説明して  
くれるときより、自分が知 
りたいところだけ集中して 
聞けます。 

○1.5 倍速など自分の好きな 
速度で見ることができるの 
がとても良いです。 

○自分の知りたい点で動画を 
止めて確認することができ 
るのでより深く理解できま 
す。 

 
 
②『指導の個別化』を意識した教師のコメント 
 
・生徒が毎時間記述している「振り返りシート」に、生徒一
人一人の特性や進度、到達度に応じたコメントをする。 
 

【教師のコメントによる生徒の変容①】 

 
【教師のコメントによる生徒の変容②】 

 

研究のまとめ 

①自分で課題を設定し、情報を収集しながら、自らの学
習の状況を把握して学習を調整する生徒の姿 

②停滞していた学習状況を打開するヒントを得たり、学
習が最適となるように調整したりする生徒の姿 

③生徒自身が視聴する動画を選択したり、視聴するペ
ースを選んだりしながら、自分にとって必要な学習を
考え、自らの学習を調整する姿 

 
 
『個別最適な学び』の充実を目指して授業を行う
ことは、生徒の「自らの学習を調整する力」を育む
ことにつながる 

「個別最適な学び」を目指した３つの実践 


